
一 般 質 問市政について問う！

問
個
人
消
費
の
拡
大
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を
目
的
に
、
一
人
当

た
り
最
大
五
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
令
和
二

年
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
本
市
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
令
和
元
年
度
に
お

け
る
月
平
均
の
申
請
件
数
は
五
百
五
十
件

程
度
で
あ
っ
た
が
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
周
知
が
進
む
に
つ
れ
て
申
請
が
増
え
て

お
り
、
令
和
二
年
四
月
は
千
件
を
超
え
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
申
込
み
が
開
始
さ

れ
た
七
月
は
約
二
千
件
、
八
月
は
約

二
千
二
百
件
と
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

問
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
経

済
効
果
と
観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
令
和
二
年
八
月
の

宿
泊
客
数
は
七
月
に
比
べ
約
二
万
人
増
加

し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
を
活
用
し
た
食
事
付
き
プ
ラ
ン
等
を

利
用
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
一
定

の
効
果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
事
業
者

を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今

後
も
沼
津
観
光
協
会
や
沼
津
食
品
衛
生
協

会
の
活
動
等
と
連
携
し
、
感
染
防
止
対
策

と
経
済
対
策
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

マイナポイント制度の実施に伴う
マイナンバーカードの申請状況は

問
災
害
時
に
は
、
自
ら
の
判
断
で
最
善

の
安
全
を
確
保
す
る
行
動
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
避
難
行

動
に
つ
い
て
、
市
民
に
普
及
・
啓
発
す
る

考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
災
害
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
は
、
平
時
か
ら
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

を
確
認
し
、
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
へ

の
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
判
断
で
避
難
行

動
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
、
避
難
所
内
で
の
感
染
拡

大
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
市
指
定
の
避
難
所

へ
の
避
難
だ
け
で
は
な
く
、
安
全
を
確
認

し
た
上
で
自
宅
に
と
ど
ま
っ
て
避
難
生
活

を
す
る
在
宅
避
難
や
災
害
リ
ス
ク
の
な
い

場
所
で
車
の
中
で
過
ご
す
車
中
泊
避
難
な

ど
、
様
々
な
形
態
に
よ
る
分
散
避
難
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
避
難
所
以
外
へ
の
避
難

の
検
討
に
つ
い
て
市
民
一
人
一
人
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
今
後
は
災
害
リ
ス
ク
や
避
難
場
所
等

の
確
認
を
す
る
の
に
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
、
避
難

先
の
周
知
を
含
め
た

適
切
な
避
難
行
動
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る

普
及
・
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。

災害時におけるコロナ禍を踏まえた
避難行動の普及・啓発を

問
公
共
工
事
の
施
工
時
期
の
平
準
化
に

対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
建
設
部
長
／
年
度
初
め
は
入
札
手
続

に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
公
共
工
事
の
発

注
量
が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ

れ
を
平
準
化
し
、
年
度
を
通
じ
た
切
れ
目

の
な
い
計
画
的
な
公
共
工
事
の
発
注
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
業
者
の
経
営
効
率

化
や
安
定
化
が
図
ら
れ
、
担
い
手
の
処
遇

改
善
や
確
保
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
人

材
や
資
機
材
の
効
率
的
な
活
用
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
や
品
質
管
理
の

向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
公
共
工
事
の
施
工
時
期
の
平
準
化
を

図
る
た
め
に
は
、
新
年
度
の
工
事
に
対
し
、

現
年
度
に
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
入
札

手
続
を
行
え
る
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
の
活

用
が
有
効
と
考
え
る
が
、
本
市
の
認
識
は
。

答
財
務
部
長
／
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
は
、

ピ
ー
ク
時
の
工
事
稼
働
件
数
を
シ
フ
ト
す

る
こ
と
で
公
共
工
事
の
施
工
時
期
の
平
準

化
の
促
進
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
経
費
の
平

準
化
や
縮
減
に
つ
な
が
る
取
組
と
し
て
有

効
だ
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
市
に
お

い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
議
会
の
補

正
予
算
に
お
い
て
、
初
め
て
ゼ
ロ
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
、
年
度
内
に
工
事
契
約

を
締
結
し
た
。

公共工事の施工時期の平準化
に対する認識は

問
新
し
い
沼
津
市
教
育
大
綱
案
に
つ
い

て
、
①
策
定
に
向
け
た
市
長
の
決
意
は
。

②
そ
の
目
的
、
基
本
方
針
を
具
現
化
す
る

た
め
の
教
育
政
策
は
。

答
市
長
／
①
教
育
は
、
人
と
し
て
持
つ

豊
か
な
人
間
力
や
健
や
か
な
心
身
を
涵
養

す
る
た
め
に
最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
本
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
の

推
進
を
図
る
た
め
に
定
め
る
教
育
大
綱
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
社
会
状
況
や
沼
津
市
教
育
基

本
構
想
の
実
績
評
価
、
現
在
策
定
中
の
第

五
次
沼
津
市
総
合
計
画
等
を
踏
ま
え
、
沼

津
市
教
育
大
綱
を
新
た
に
策
定
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
目
的
や
基
本
方
針
が
本
市
の

教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、

引
き
続
き
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
い
く
。

教
育
長
／
②
大
綱
案
で
は
、
知
・
徳
・
体

の
育
成
に
よ
る
人
間
力
を
磨
く
教
育
の
推

進
と
、
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
促
進
を
掲

げ
、
将
来
に
わ
た
り
地
域
社
会
を
支
え
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
な
ど
に
総
が
か
り

で
取
り
組
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
家
庭
教
育
や

幼
児
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
と
い

う
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
連
続
性
、
系
統

性
に
留
意
し
た
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

新しい沼津市教育大綱の
策定に向けた市長の決意は
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▲ハザードマップ等で事前に
　災害リスクなどの確認を
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